
2010年 4月 22日

次回の数学H①演習は5月 13日 (木 ).
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2010年 4月 22日

14. 次を示せ。

ε=± 1,α
2+c2=1.

15.連立方程式

(*)

{2:」II;二 |

(ただし,0,ら は実数)の解の個数に応じて,(α,b)の領域をαb平面に図示せよ。

16:前 間の連立方程式 (*)に ついて次の問いに答えよ。

(1)α ,bがすべての実数を動くとき,(*)の 2つの式に対応する 2直線がそれぞれ ″ν平画

においてどのように変化するか,説明せよ。

(2)″ν平面において,どのような実数 α,bに対しても,(*)の解とならない点 (″,ν)を 図

示せよ。
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